


























































云いますが、その言葉の元になったの この源翁禅師です。この方は、總持寺 遠く離れて、東北の福島から中国の岡山まで行脚して禅の教えを広めていきまし 。　
その為に、後世事実かどうか不明ですが、通幻派から一時批判されたということ しかし現在も隆々として源





































これは、 弟子たちが『瑩山清規』を書き写して写本 、 各地に教えを広めていく際に、 全国どのお寺の住職になっ
ても、その寺院の名前を書き込んで使用できるように整えられていました。　
そうしますと、全国各地にこの写本があること よっ 、四月八日 は花祭り 一斉に行い、二月十五日のお涅槃
会では皆がお釈迦さまを偲んで法要を営むこと 出来ました。それは偏に『瑩山清規』が全国に伝播していったからです。　
































そういう意味では 禅師の示された「一味同心」とか「和合同心」 、あるいは瑩山禅師 示された「檀越の力を
無くしては自分の仏道成就はあり得ない」ということの実践なのです。檀家さんと住職がピタッと一枚となり共に歩んで行 。　







の布きれから支えてもらっています。お互 に支え合っている状態を象徴してい のがお袈裟 あり絡子でありますね。　
改めてこの大遠忌を迎えるに際 まして想 強くする点は、峨山禅師及びそ 弟子たちから今日 で相承されて
いる教えは、 「檀信徒を敬い人びととの繋がりを大切にする」ということ のです。　
自分一人だけの幸せを求めるのではなくて、周りの人びとの幸せも念じなければいけないのだよということではな
いかと思います。
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以上で私のお話を終わらせていただきます。
　
ご清聴ありがとうございました。
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